
加
月
加
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
出
版
記
念

会
を
開
い
た
。

市
野
さ
ん
は
作
品
集
の
中
で

「
土
と
火
と
己
の
魂
を
燃
や
し

つ
づ
け
、
仕
事
一
途
に
明
日
の

自
分
を
求
め
つ
づ
け
る
日
々
の

中
に
、
古
稀
と
な
り
半
世
紀
を

迎
・
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
の
民
芸
運
動
の
始
祖

〃
柳
宗
悦
〃
先
生
と
の
出
会
い
が

私
の
進
む
べ
き
道
を
決
め
、
剛

年
の
歴
史
を
持
つ
丹
波
焼
の
窯

元
に
生
を
う
け
た
お
蔭
で
、
丹

波
焼
の
美
を
発
掘
し
、
こ
よ
な

く
丹
波
焼
を
愛
さ
れ
た
柳
先
生

や
、
色
々
な
人
と
の
出
会
い
が

心
の
励
み
と
な
り
、
教
え
ら
れ

つ
つ
一
途
に
打
ち
込
ん
だ
帥
年

だ
っ
た
。
創
世
紀
へ
向
っ
て
確

か
な
歩
み
を
続
け
る
丹
波
焼
の

一
翼
を
担
っ
て
、
更
に
精
進
を

重
ね
て
ゆ
き
た
い
」
と
河
井
寛

次
郎
、
浜
田
庄
司
ら
先
輩
達
の

「
民
芸
の
魂
を
学
べ
、
真
似
を

せ
ず
、
自
分
の
も
の
を
創
り
出

せ
」
と
青
年
弘
之
を
励
ま
し
た

言
葉
が
光
る
。

「
具
象
人
間
五
人
展
」
（
中
西

勝
、
西
村
功
、
故
。
鴨
居
玲
、

河
野
通
紀
、
松
本
宏
）
、
現
代
作

家
の
「
７
／
７
／
７
展
」
（
元

永
定
正
、
白
髪
一
雄
、
河
口
龍

夫
、
植
松
圭
一
一
、
丸
本
耕
、
山

口
牧
生
、
斎
藤
智
）
等
の
企
画

展
の
開
催
な
ど
を
通
し
、
数
多

く
の
作
家
を
育
て
て
き
た
。

「
作
品
は
人
間
性
の
表
現
。
私

は
ず
っ
と
、
作
家
を
後
ろ
か
ら

見
続
け
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

佐
藤
さ
ん
の
所
が
作
家
、
美
術

好
き
の
人
達
の
集
ま
り
過
ご
す

場
と
な
っ
て
き
た
。
県
、
市
の
美

術
品
評
価
委
員
も
長
年
務
め
、

又
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
な
ど
、

諸
外
国
作
品
の
紹
介
も
多
く
手

掛
け
て
き
た
。
音
楽
、
舞
踊
等
の

若
手
の
支
援
も
続
け
る
な
ど
、

活
躍
の
場
は
実
に
幅
広
い
。

★
作
陶
別
周
年

市
野
弘
之
作
品
集
出
般

丹
波
焼
の
世
界
的
な
作
家
、

市
野
弘
之
さ
ん
（
、
）
が
、
古
稀

を
迎
え
作
陶
印
周
年
の
作
品
集

〃
陶
″
を
、
神
戸
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
（
２
万
円
）
か
ら
出
版
。

出江認さん

☆
佐
藤
廉
さ
ん
が
「
神
戸
市
文

化
活
動
功
労
賞
」
を
受
賞

若
木
屋
美
術
店
元
町
画
廊
の

佐
藤
廉
さ
ん
（
、
）
の
長
年
に
渡

る
新
人
発
掘
、
育
成
の
功
績
に

対
し
受
賞
が
決
ま
り
、
「
切
神
戸

文
化
の
つ
ど
い
」
（
９
／
記
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
）
で
、
他
受
賞
者

と
共
に
贈
呈
が
行
な
わ
れ
た
。

4０
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零
佐藤 簾さん

「
残
念
な
が
ら
、
現
代
建
築
は
、

歴
史
的
に
み
て
も
決
し
て
成
功

し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、

そ
れ
が
昨
今
の
私
達
建
築
家
の

切
実
な
苛
立
ち
と
悩
み
で
も
あ

る
」
と
、
大
会
実
行
委
員
長
の

出
江
寛
さ
ん
。

「
神
戸
も
含
め
、
現
代
の
都
市

づ
く
り
は
経
済
性
、
合
理
性
が

前
に
出
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
美

し
さ
や
潤
い
、
伝
統
の
持
つ
情

緒
性
に
富
み
、
例
え
ば
、
画
家
が

描
い
て
み
た
い
と
思
う
様
な
ま

ち
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

神
戸
は
ハ
イ
カ
ラ
さ
を
背
景

に
持
っ
た
、
近
畿
一
円
で
も
異

色
の
存
在
。
新
し
い
都
市
づ
く

り
も
そ
の
魅
力
、
ま
た
古
い
も

の
に
変
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
と
い
っ
た
個
性
を
う
ま
く

生
か
し
、
そ
し
て
、
伝
統
か
ら

来
る
情
緒
を
大
切
に
展
開
を
さ

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
『
伝
統
』
が
型
世
紀

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
語
る
。

☆
日
本
の
心
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
で

加
月
訓
日
、
神
戸
文
化
ホ
ー

ル
で
２
年
ぶ
り
の
ソ
プ
ラ
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
な
う
水
津
節
子

兵
庫
県
日
韓
親
善
協
会
も
、

韓
日
親
善
協
会
ソ
ウ
ル
特
別
市

聯
合
会
と
の
姉
妹
提
携
結
縁
の

縁
結
び
役
を
務
め
ら
れ
る
な
ど

の
貢
献
に
対
し
上
田
将
雄
会
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
ら

れ
た
号
在
日
韓
国
婦
人
会
中
央

本
部
会
長
の
大
役
を
無
事
に
終

え
て
大
変
嬉
し
い
。
こ
れ
も
皆

様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
」

と
。
孫
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

に
眼
を
細
め
る
姿
は
優
し
い
。

☆
Ｊ
Ｉ
Ａ
継
新
日
本
建
築
家
協

会
稲
年
神
戸
大
会
開
か
れ
る

９
月
坊
ｌ
旭
日
の
３
日
間
神

戸
国
際
会
議
場
を
主
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
の
テ

ー
マ
は
〃
伝
統
と
現
代
建
築
〃
・

歴
史
都
市
京
都
・
奈
良
を
控
え
、

識

市野弘之さん

権柄佑女史

☆
権
柄
佑
女
史
の
偉
業
を

た
た
え
て

「
年
を
取
っ
て
だ
ん
だ
ん
若
く

美
し
く
な
る
の
が
不
思
議
／
・
」

と
会
場
中
が
あ
き
れ
る
程
、
在

日
本
韓
国
婦
人
会
中
央
本
部
会

長
の
権
柄
佑
女
史
の
チ
ョ
ゴ
リ

姿
は
麗
し
く
、
退
任
慰
労
の
パ

ー
テ
ィ
（
七
月
二
十
七
日
、
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

に
約
柳
人
が
集
っ
た
。

当
夜
は
、
権
女
史
の
会
長
時

代
の
功
績
を
た
た
え
て
退
任
を

惜
し
む
韓
国
本
国
か
ら
の
政
・

財
界
の
大
物
や
、
兵
庫
県
副
知

事
、
神
戸
市
長
代
理
な
ど
日
韓

両
国
の
方
々
の
感
謝
状
や
ス
ピ

ー
チ
が
よ
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
現
代
的
都
市
経
営
が
最

も
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
神
戸

を
開
催
地
に
選
び
、
新
た
め
て

日
本
の
伝
統
と
現
代
建
築
の
関

わ
り
合
い
に
つ
い
て
考
え
よ
う

と
の
主
旨
で
、
種
々
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



水
け
て
い
る
。

識
隙
難
麹
濁
騨
謝
垂
「
豊
…
に
動
物
実
験
：
精
ヵ
術
潅
渦
動
を
し
喜

紬
準
誰
韮
蝿
準
啄
岬
捧
叫
生
》
鐸
瀞
癖
郷
詠
砿
完
麺
和
語
刊
押

え
ま
し
た
。
」
そ
の
頃
出
会
っ
水
津
節
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
⑩
月
い
ま
す
。
化
粧
品
の
実
験
や
、
戸
で
開
催
の
人
権
展
「
や
さ
し

た
の
が
一
人
オ
。
ヘ
ラ
の
「
信
田
釦
日
（
土
）
氾
時
釦
分
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
既
に
デ
ー
タ
が
明
ら
か
な
の
に
い
か
ら
人
な
ん
で
す
展
」
の
実

妻
（
し
の
だ
つ
ま
）
」
。
狐
の
恩
・
中
ホ
ー
ル
２
８
０
０
円
全
席
自
由
単
位
を
取
る
た
め
だ
け
に
学
生
行
委
員
長
、
世
界
平
和
を
ア
ピ

返
し
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
☆
「
不
必
要
な
実
験
は
や
め
て
」
が
実
験
に
使
っ
た
り
し
て
る
ん
－
ル
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
「
ベ
ン

能
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
基
本
動
物
実
験
を
考
え
る
会

で
す
よ
。
私
た
ち
が
知
ら
ん
ふ
ポ
ス
タ
子
ど
も
サ
ー
カ
ス
」
の

と
し
た
演
出
で
歌
い
、
演
じ
た
。
Ⅶ
年
加
月
に
、
全
国
的
な
組
り
し
て
た
ら
、
１
秒
に
３
匹
の
関
西
公
演
実
行
委
員
長
と
し
て

綻
製
鋪
窪
鮭
緋
騨
擢
瓢
瓢
今
諭
躍
増
曝
揺
珊
灘
灘
難
鞭
緯
錨
議
濡

さ
ん
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

民
謡
や
子
守
歌
な
ど
が
、
日
本

の
曲
と
外
国
の
曲
が
半
々
で
並

ん
で
い
る
。
「
若
い
頃
は
オ
ペ

ラ
や
ア
リ
ア
で
イ
タ
リ
ア
歌
曲

り
ま
し
た
壷

今まい共の
回しき感機

物体訴て庫

払らる足内

下究真動会
中関の実が
止へ開験中

め験自情な
る動治をつ

箭嬢蕊￥
あ規との
る制思か

慧
湖さん綿

な
ど
を
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
け
こ
ろ
は
三
木
稔
の
『
相
間
（
そ

れ
ど
こ
の
世
の
中
に
あ
る
膨
大
う
も
ん
）
Ⅲ
』
後
に
壬
申
の
乱

な
数
の
音
楽
の
中
で
、
私
が
出
の
原
因
の
一
つ
と
な
る
額
田

隆
榊
鶴
緬
応
》
一
」
鍵
”
志
鱈
棒
鈍
玉
天
智
天
皇
、
大
海
人
皇
子

，
．
ア
ノ
．
；
〃
．
；
《
且
，
、
の
間
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
万
葉

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
イ
ス
レ
デ
イ
☆
北
野
尚
子
さ
ん
（
蘭
）
｜
識
ご
叩
群
稚
罰
癖
拠
黙
確
津
娠

画
室
も
」
Ｕ
弓
卑
○
二
Ｉ
タ
ケ
。
。

ワールドの広報宣伝部で活踊の北野さ
ん。小誌１０月号では新しくオープンしたシ
ョップ、オゾック〃の扱影に立ち合って頂
きました。入社４年目、社外広報担当で、
マスコミに対応。「社内、社外を問わず、
いろんな人に会えるのが楽しいですね」と
北野さん。今年の夏にはイタリア･ へ旅行、
イタリアに魅せられて、駁近イタリア語を
習い始めたとのこと。気さくで、笑顔のと
ても索敵な女性です。

〈
酷
銅
塞
嘩
諏
訓
翻
ド
〉

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
重

い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

節子さんん
運
動
、
マ
イ
ド
ッ
ク
ト
レ
ー
一
一
通
の
聖
ミ
ヵ
エ
ル
大
聖
堂
に
て

鋸
て
よ
い
飼
い
主
に
な
る
為
の
学
主
は
長
男
元
（
は
じ
め
）
さ
ん
。

掴
》
》
職
》
吾
》
一
一
鷲
稚
軸
》
》
挫
碑
榊
吾

☆
前
神
戸
女
学
院
大
学
学
長
ド
大
学
名
誉
博
士
、
中
国
広
州

山
口
光
朔
さ
ん
逝
去
外
国
語
学
院
顧
問
教
授
、
イ
ン

人
権
・
平
和
運
動
家
と
し
て
ド
ネ
シ
ア
ブ
ン
ハ
ツ
タ
大
学
名

幅
広
い
活
躍
で
知
ら
れ
る
前
神
誉
教
授
。

戸
女
学
院
大
学
学
長
の
山
口
光
如
月
８
日
午
後
２
時
釦
分
よ

朔
さ
ん
が
、
８
月
即
日
夕
刻
、
り
神
戸
女
学
院
講
堂
に
て
、
追

腎
臓
が
ん
の
た
め
、
神
戸
市
立
悼
記
念
式
が
執
り
行
わ
れ
る
。

中
央
市
民
病
院
で
死
去
・
師
歳
。
式
委
員
長
は
小
玉
佐
智
子
神
戸

詑
日
、
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
女
学
院
大
学
学
長
。

国
連
絡
先

神
戸
市
北
区
有
野
台
５
－
３
１
師
－
血
》
帳
潜
劫
秤
率
掴
窄
癖
表
癖
他

含
、
１
噸
－
２
０
１
１
宮
本
方

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
、
オ
リ

１
４１
１

故･ 山口光朔さん
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稀

久
し
ぶ
り
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
晩
夏

八
月
三
○
日
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都

市
の
中
核
と
し
て
、
奈
良
に
近
い
京
都

府
南
部
の
木
津
川
台
（
相
楽
郡
木
津
町
）

の
完
成
間
近
か
の
側
国
際
高
等
研
究
所

に
、
裏
千
家
千
完
室
家
元
よ
り
茶
室
を

寄
贈
せ
ら
れ
、
宗
室
、
登
三
子
御
夫
妻

出
席
の
も
と
五
○
余
名
参
加
で
竣
工
に

よ
る
贈
呈
式
と
披
露
が
行
な
わ
れ
た
。

理
事
長
奥
田
東
氏
に
宗
室
氏
か
ら
目

録
贈
呈
と
共
に
、
「
お
茶
室
が
、
研
究

に
没
頭
さ
れ
る
皆
様
方
の
や
す
ら
ぎ
の

場
と
な
り
、
ま
た
日
本
文
化
の
一
端
に

触
れ
、
そ
し
て
人
類
の
未
来
と
幸
福
の

為
の
研
究
の
思
索
の
場
と
し
て
お
役
に

立
て
れ
ば
…
」
と
の
家
元
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
続
い
て
茶
室
前
で
家
元
御
夫
妻
、

奥
田
理
事
長
、
岡
本
道
雄
研
究
所
長
ら

に
よ
っ
て
、
雅
松
庵
と
い
う
額
の
除
幕

式
が
行
な
わ
れ
た
。
学
者
村
を
意
図
し

て
和
風
に
み
え
る
二
階
建
の
地
味
な
建

物
の
つ
ら
な
る
中
庭
に
、
渋
さ
と
華
を

そ
え
る
趣
き
あ
る
茶
室
で
あ
る
。
な
お

研
究
所
の
竣
工
披
露
は
す
こ
し
お
く
れ

て
一
○
月
一
日
、
本
号
発
行
時
に
は
開

か
れ
、
そ
の
際
「
束
の
心
、
西
の
心
」

を
テ
ー
マ
の
東
西
の
著
名
学
者
に
よ
る

記
念
講
演
が
、
研
究
所
の
理
念
の
一
部

を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

こ
の
研
究
所
は
組
織
と
し
て
は
既
に

昭
和
五
九
年
八
月
設
立
で
京
都
に
仮
事

務
所
を
お
き
、
研
究
所
の
企
画
運
営
、

欣駕
『首蕊．
１．，“Ⅷ

弘一唾下

１
４２
１

八
そ
の
噸
Ｖ

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

国
際
高
等
研
に
茶
室
贈
ら
れ
る

米
花
稔
八
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
福
山
大
学
教
授
ｖ

務
所
を
お
き
、
研
究
所
の
企
画
運
営
、

研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
ソ
フ
ト
を

先
行
、
九
年
で
ハ
ー
ド
を
実
現
し
た
。

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
は
、
二
一

世
紀
を
展
望
し
た
文
化
学
術
研
究
機
能

の
新
た
な
展
開
の
拠
点
と
し
て
、
京
阪

奈
丘
陵
に
産
・
学
。
官
の
協
力
で
建
設

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
き
っ
か
け
は
昭

和
五
○
年
代
は
じ
め
元
京
大
総

長
奥
田
東
氏
の
発
想
に
由
来
す

る
。
詳
論
の
余
裕
は
な
い
が
、

奥
田
さ
ん
の
そ
も
そ
も
の
動
機
Ｊ

率
い
識
珂
訊
表
醒
↓
鱒
麺
廓
峠
癖

界
」
の
報
告
か
ら
で
、
ま
さ
し
極

く
人
類
未
来
の
危
機
感
か
ら
で
》

あ
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
自
然
科
虚

学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
文
社
会
壷

科
学
、
哲
学
宗
教
を
ふ
く
め
て
先

の
研
究
を
め
ざ
し
、
世
界
の
す
壬

ぐ
れ
た
研
究
者
を
招
く
国
際
高

等
研
究
所
の
設
立
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
心
の
文
化
の
象

鍵 ’昭f H

i蕊 蕊

徴
と
し
て
の
茶
室
で
あ
る
。

茶
室
で
の
順
次
の
拝
服
で
、
小
生
の

参
加
し
た
折
の
一
○
数
名
、
す
べ
て
お

茶
の
心
得
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
筈

が
、
い
ず
れ
も
懐
紙
を
用
意
し
て
前
に

お
き
お
菓
子
を
い
た
だ
く
様
は
さ
す
が

で
あ
っ
た
。
小
生
も
身
内
に
手
ほ
ど
き

の
俄
仕
込
で
は
あ
っ
た
。
ひ
と
し
き
り

の
静
寂
が
心
を
ひ
き
し
め
た
。

東
の
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
と
は
ひ

と
味
ち
が
う
こ
の
関
西
文
化
学
術
研
究

都
市
を
中
核
に
、
同
じ
く
進
行
中
の
播

磨
科
学
公
園
都
市
な
ど
を
ふ
く
む
近
畿

リ
サ
ー
チ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
し
て

今
後
大
い
に
国
際
貢
献
の
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ち
な
み
に
本
号
の
表
紙
は
、
故
小
磯

良
平
画
伯
え
が
く
裏
千
家
家
元
登
三
子

夫
人
の
肖
像
で
あ
る
。鵜
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最
近
、
メ
ス
を
使
わ
な
い
ワ
キ
ガ

の
治
療
を
す
る
病
院
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
例
え
る
な
ら
真
っ
暗
な
部
屋

を
手
探
り
で
掃
除
機
を
か
け
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
こ
の
方
法
は
取
り
残

し
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
再
発
す
る

方
が
多
い
の
が
事
実
で
す
。

当
院
で
行
な
っ
て
い
る
「
皮
下
組

あ
な
た
の
耳
ア
カ
は
、
乾
い
て
い
ま

す
か
？

◆
耳
ア
カ
の
湿
っ
て
い
る
人
の
卯
％

が
ワ
キ
ガ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
◆

溝0 6 - 3 6 5 - 0 1 2 3

ＪＲ大阪駅、阪急梅田駅より徒歩5 分。
ナピオ阪急、東へ徒歩２分。

ＪＲ姫路駅南出口喫茶すみれ２Ｆ
※当相談室では、診察などの医疲行為は一
切行っておりません。

②胸……･ ･ ･ …豊胸/ 乳房縮小/ 陥没乳頭/ 乳頭縮小/ バストアップ
●シワ取り･ ･ ･ 顔全体/ 首/ 座/ その他
⑬その他｡ ｡ …･ ピアス/ 傷跡/ ｒＡＴ寵ＯＯ/ ホクロ/ 姻人科/ 泌尿器科/ ワキ

ガ( ワキガ医学研究所併設）

ワ
キ
ガ
の
４
大
原
因
は

＊
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
＊
ア
ヵ

＊
エ
ク
リ
ン
腺
＊
皮
脂
腺

で
〜
す
。

「
多
汗
症
」
は

せ
る
！

■
日
本
美
容
外
科
学
会
正
会
員
目
日
本
医
師
会

Ａ
会
員
回
大
阪
府
医
師
会
正
会
員
回
北
区
医
師

会
正
会
員
回
昭
和
大
学
麻
酔
科
研
究
員

縦
剥
離
法
」
な
ら
直
接
目
で
見
て
汗

腺
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
除
き
ま
す

の
で
、
再
発
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
止
血
も
十
分
に
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
腫
れ
を
最
小
限
に
お

さ
え
ら
れ
ま
す
。

小
国
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
一
生
に
一

度
の
手
術
で
確
実
に
治
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

雫
鵡
：
鑓
鯛

b 6 ｍ

|;;蝿

画大阪本院
大阪市北区堂山町1 7 - 1 5
若原ピル４Ｆ〒 5 3 0

言攻竺愛竺望塁_ 頚f 吏幽塑埋

貴女の御ｵ 目談にお答

小国クリニック院長
小国英昭

●目･ …･ ……･ 二重まぶた( 埋没法・切開法) / 目尻/ 目頭切腿
④鼻･ ･ ･ ･ …･ ･ …隆鼻/ 低鼻/ 小鼻縮小/ 鼻尖形成
④顔の輪郭…エラ削り/ あご/ こめかみ/ 額
③脂肪吸引…顔全体から足首にいたるまで( 二重あごなど）

◆直接院長迄お手紙を下されば、貴女の御相談にお答
えします。（プライバシー厳守のため個人名で後日返
送）◆相談は一切無料です。◆ご来院の場合は事前に
電話予約をお願いします。

回鵬路､ カウンセリングルーム
姫路市南駅前町９１森田ビル２Ｆ
意0 7 9 2 - 8 4 - 4 0 6 0 〒6 7 0

診 療科目

美容外科・泌尿器科・形成外科

蒙小 Ⅷ霊
オグ

4３
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三三内藤

司
会
平
成
８
年
の
春
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

都
市
神
戸
″
を
宣
言
し
た
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
〃
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
″
が
開
館
さ
れ
、
平
成
５
年
度
は
そ
の

建
設
着
工
の
と
き
で
す
。
そ
の
主
な
施
設
の
中
で
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
そ
の
中
枢
を
な
す
文
化
的
な
ゾ
ー
ン
と
し

て
私
た
ち
神
戸
市
民
が
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
日
は
そ
の

建
設
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
新
し

い
コ
ン
セ
プ
ト
と
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た
空
間
構
成
な
ど
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
創
る

■
座
談
会

船
年
に
向
っ
て
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
完
成

〆
重凸ご官画凸一一

剛$ 剛洲
●特集－１

☆
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
世
界
初
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

三
好
と
に
か
く
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
世
界

中
の
ど
こ
に
も
な
い
新
し
い
も
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
美

術
館
の
よ
う
に
た
だ
単
に
い
い
も
の
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
空
間
、

好橋田本

晴
美繁

い
く
代

栄
三イ

ン
テ
リ
ア
、
照
明
、
映
像
の
全
て
を
ト
ー
タ
ル
に
構
成
し
て
、

新
し
い
素
敵
な
も
の
を
創
ろ
う
と
思
い
、
従
来
の
美
術
館
や
博
物

館
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
た
の
で
は
お
も
し
ろ
く

な
い
の
で
、
誰
か
に
助
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
今
回
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
を
務
め
て
下
さ
っ
て
い
る
藤
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
大
挙

押
し
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
設
計
チ
ー
ム
、

学
芸
員
、
事
務
職
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

築
く
こ
と
が
で
き
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

藤
本
私
は
い
つ
も
、
人
間
関
係
が
も
の
を
創
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
と
い
う
点
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
件
に
関
し
て

は
、
準
備
室
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
、
い
い
も
の
は
何
か
、
新
し
い

も
の
は
何
か
、
す
ば
ら
し
い
も
の
は
何
か
、
美
し
い
も
の
は
何
か

に
つ
い
て
同
じ
熱
意
を
持
っ
て
い
て
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
も

の
を
創
り
た
い
と
い
う
熱
意
に
押
し
倒
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
し
て

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
準
備
室
学
芸
主
任

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー １

４４
１
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そ
の
引
き
受
け
る
条
件
と
し
て
、
準
備
室
全
員
が
関
っ
て
、
参
加

し
て
一
緒
に
創
る
こ
と
と
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
は
内
田
繁
さ
ん
以
外

考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
度
は
内
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

押
し
か
け
、
内
田
さ
ん
も
快
諾
し
、
更
に
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
と

し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
展
示
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
三
橋
い
く
代
さ
ん

が
参
加
す
る
と
い
う
具
合
に
「
こ
の
人
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
」

と
い
う
直
感
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
て
、
そ
し
て
今
回
ベ
ス
ト
・
メ

ン
バ
ー
で
思
い
通
り
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

内
田
こ
の
計
画
は
始
め
て
ま
だ
一
年
ち
ょ
っ
と
な
ん
で
す
け
ど

も
う
３
年
位
に
な
る
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
関
っ
て
い
た

と
い
う
か
、
集
中
し
て
充
実
し
て
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
今
回
の
件

に
関
し
て
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
い
う
の
が
い
か
に
重
要
か
と
い

う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
事
務
方
も
含
め
て

ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
に
関
っ
て
く
れ
て
、
全
員
が
「
創
っ
て
い
る
」

と
い
う
実
感
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
僕
達
の
仕
事
は
、
そ
れ
を
上
手

に
ま
と
め
る
と
い
う
か
、
横
に
そ
れ
な
い
よ
う
に
導
い
て
い
く
こ

と
で
も
あ
る
訳
で
す
。

三
橋
今
し
み
じ
み
と
今
回
の
こ
と
は
適
材
適
所
な
ん
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
俗
に
「
お
役
所
仕
事
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
、
そ
れ
が
死
語
に
な
る
く
ら
い
、
い
い
イ
メ
ー
ジ
の
出
会

い
で
し
た
ね
。
短
い
時
間
の
中
で
も
、
不
思
議
な
く
ら
い
各
々
の

足
並
み
が
揃
っ
て
る
ん
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
型
を
作
っ

た
り
、
色
を
決
め
た
り
、
素
材
を
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
「
人
が
も
の
を
創
る
ん
だ
」
と
い
う
型
が
で
き
て
る
ん
で
す

ね
。
担
当
が
誰
だ
か
ら
と
か
、
誰
が
や
っ
た
ん
だ
と
か
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
そ
う
い
う
も
の
を
超
越
し
て
、
ほ
ん
と
う
に
皆
で
関
っ

て
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
。

藤
本
最
初
に
約
束
し
た
「
皆
で
一
緒
に
創
ろ
う
」
と
い
う
条
件

を
見
事
に
や
り
と
げ
て
い
る
ん
で
す
。
時
間
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
い
い
も
の
が
で
き
る
訳
で
は
な
く
、
時
間
も
予
算
も
決
ま
っ
て

い
る
中
で
、
皆
で
確
実
に
各
々
が
責
任
を
持
っ
て
、
ひ
と
つ
も
遅

れ
る
こ
と
な
く
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
仕
事

素購らしいチームワークのファッションセンター建設準備室の皆さん

１
４５
１
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る
こ
と
は
な
ん
で
す
が
、
そ
の
作
っ
た
時
と
同
じ
気
持
と
愛
情
を

持
っ
て
維
持
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

司
会
ほ
ん
と
う
に
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
素
晴
ら
し
い

も
の
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
け
れ
ど
、
具
体

的
な
内
容
や
空
間
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

が
進
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
時
間
的
に
は
地
獄
で
す
が
、
お
も

し
ろ
く
て
仕
方
な
い
、
早
く
完
成
さ
せ
た
い
な
と
い
う
の
が
今
の

気
持
で
す
ね
。

三
好
僕
は
学
芸
員
と
し
て
設
計
チ
ー
ム
と
事
務
方
の
中
間
に
い

る
立
場
な
ん
で
、
ど
ち
ら
も
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
が
、
設
計
チ
ー
ム
の
藤
本
さ
ん
、
内
田
さ
ん
、
三
橋
さ
ん
は
各

々
に
照
明
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
草
分
け
的
存
在

で
、
名
を
成
し
た
方
々
で
、
そ
の
三
人
が
「
こ
れ
は
藤
本
晴
美
の

仕
事
な
ん
だ
」
「
内
田
繁
の
仕
事
な
ん
だ
」
「
三
橋
い
く
代
の
仕
事

な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
中
で
、
決
し

て
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
一
歩
一
歩
進
め
て
く
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
事
務
方

も
、
設
計
チ
ー
ム
や
学
芸
員
の
ソ
フ
ト
に
対
す
る
考
え
方
や
空
間

に
対
す
る
考
え
方
を
受
け
て
、
ど
う
し
た
ら
最
短
距
離
で
こ
の
こ

と
が
実
現
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
全
力
で
取
組
ん
で
く
れ
て
る

ん
で
す
。
皆
が
、
誰
ひ
と
り
突
出
す
る
こ
と
な
く
全
体
を
つ
か
ん

で
、
い
い
結
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

藤
本
神
戸
は
各
々
の
個
性
が
あ
り
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
上
手
な
街
で
す
よ
ね
。
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ァ
ム
も
、
準
備
室
の
全
員
が
、
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
の
か
、

ど
ん
な
照
明
に
な
る
の
か
を
細
部
ま
で
説
明
で
き
る
ん
で
す
。
こ

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
い
う
か
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
自
慢
の
種
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
さ
ぞ
美
し
い
、
さ
ぞ
楽
し
い
、
さ
ぞ
皆
さ
ん
が
望
ん

だ
、
神
戸
が
自
慢
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
物
作
り
の
一
番
重
要
な
こ
と
だ
と
私
が
思
っ
て
い

鶏
匿認騨
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☆
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
空
間
が
出
来
上
が
り
ま
す

三
好
先
ず
、
空
間
構
成
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
と
、
空
間
創
り

が
今
回
難
し
い
と
思
っ
た
の
は
、
完
全
に
遮
断
さ
れ
た
自
然
光
が

入
っ
て
こ
な
い
平
く
っ
た
い
だ
け
の
常
設
展
示
室
は
、
建
築
上
、

ド
ー
ム
を
上
部
に
の
せ
た
構
成
な
の
で
、
柱
が
加
数
本
も
あ
り
、

何
と
か
こ
の
柱
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

な
ん
で
す
。
か
と
い
っ
て
、
壁
で
遮
へ
い
す
る
の
で
は
な
く
何
か

…
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
内
田
さ
ん
に
作
っ
て
頂
い
た
模
型

を
見
る
と
、
完
全
に
壁
で
区
切
ら
れ
た
空
間
が
そ
こ
に
あ
っ
た
ん

で
す
。

内
田
皆
さ
ん
の
要
望
を
入
れ
る
と
こ
ん
な
風
に
な
り
ま
す
よ
と

い
う
模
型
を
作
っ
た
ん
で
す
が
、
思
っ
て
い
た
の
と
違
っ
て
い
た

ら
し
く
、
皆
さ
ん
そ
の
模
型
を
見
て
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
の
で

「
か
ま
わ
な
い
か
ら
壊
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。

三
好
内
田
さ
ん
の
仕
事
の
中
で
、
か
っ
て
こ
ん
な
無
礼
な
こ
と

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
思
う
く
ら
い
無
礼
に
も
、
作
っ
て
頂
い
た

模
型
の
壁
を
べ
リ
ベ
リ
と
は
ず
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
ま
る
で

料
理
で
も
す
る
か
の
よ
う
に
…
。
そ
う
し
た
ら
不
細
工
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
結
果
、
元
の
空
間
が
い
か
に
美
し
い
も

内田繁インテリアデザイナー。１９６６
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術館収蔵作品として｢ セプテンパー」（メ
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篭

の
で
あ
っ
た
か
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
壁
で
完
全
に
仕

切
る
の
で
は
な
く
、
空
間
の
広
が
り
を
残
し
つ
つ
、
柱
を
隠
し
つ

つ
、
い
ろ
ん
な
展
示
を
区
切
る
と
い
う
最
高
の
空
間
プ
ラ
ン
を
新

た
に
内
田
さ
ん
に
創
っ
て
頂
い
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
藤

本
さ
ん
に
照
明
を
当
て
て
頂
い
て
見
る
と
、
柱
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
柱
が
目
立
た
ず
、
壁
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
空
間
の
遮

へ
い
感
の
な
い
空
間
が
で
き
あ
が
っ
た
ん
で
す
。

内
田
こ
こ
数
年
に
出
来
た
美
術
館
は
、
博
覧
会
の
延
長
の
よ
う

な
も
の
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
物
を
展
示
で
き
れ
ば
い

い
、
知
識
を
入
れ
ら
れ
れ
ば
い
い
と
い
っ
た
も
の
で
す
ね
。
で
す

か
ら
五
感
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
感
覚
的
な
空
間
構
成
と
い
う
も

の
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
博
覧
会
以
降
の
悪

い
現
象
な
ん
で
す
が
…
。
こ
れ
を
絶
対
に
作
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
の
が
皆
で
一
致
し
た
意
見
だ
っ
た
訳
で
す
。
美
術
館
で
あ
る

以
上
、
そ
う
い
う
要
素
も
必
要
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
い
る
だ
け

で
穏
や
か
に
な
れ
る
と
い
う
か
、
落
ち
着
い
た
気
分
に
な
れ
る
空

間
を
創
り
た
い
と
い
う
の
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
か
ら
、
そ
の
た
め

に
は
先
ず
柱
の
問
題
を
解
決
し
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
に
は
二
通
り
の
考
え
方
が
あ
り
ま
し
て
、
第
一
に
柱
を
上
手

に
隠
し
て
し
ま
う
方
法
、
そ
し
て
第
二
に
柱
を
も
っ
と
増
や
し
て

柱
に
見
せ
な
い
で
回
廊
の
よ
う
に
美
し
く
見
せ
る
方
法
で
す
ね
。

こ
の
点
に
つ
い
て
事
務
方
も
含
め
て
全
員
で
意
見
を
出
し
合
っ
て

全
員
が
納
得
し
て
空
間
構
成
を
完
成
さ
せ
た
ん
で
す
。

藤
本
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
日
も
皆
で
「
見
に
来
た
人
に
何
を

見
せ
た
い
の
か
」
逆
に
自
分
自
身
が
客
と
し
て
来
た
時
に
、
「
何

三好栄三神戸市経済局ファッション
センター建設準備室学芸主任。1 9 8 5 年関
西学院大学文学部博士過程終了。以後、
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Ｃ建設準備室へ。ＫＦＣのミュージアム
のソフトからミュージアムのコンセプト
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鍍
騨
鐸

三橋いく代インテリアデザイナー。
1 9 6 6 年多摩美術大学卒業。1 9 7 0 年内田デ
ザイン事務所設立参加。1 9 7 7 年三橋いく
代アトリエ主宰。1 9 8 4 年㈱スタジオ8 0 へ
移認インテリアデザインのみならず舞
台美術、住宅、プロダクトデザインなど
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を
見
た
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
た
の
で

す
が
、
訪
れ
た
人
が
「
い
い
な
ぁ
。
何
か
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
な

ぁ
」
と
感
じ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
記
憶
に
残
る
よ
う
な
、
そ
し
て

口
コ
ミ
で
も
そ
の
美
し
さ
、
良
さ
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
よ
う

な
、
そ
ん
な
風
に
完
成
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
神
戸
が
世
界
に
先
駆
け
て
常
設
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
作
っ
た
意
味
を
そ
こ
で
感
じ
て
も
ら
え
る
様
な
・
・
・

内
田
美
術
館
の
持
っ
て
い
る
役
割
と
い
う
の
は
、
市
民
の
広
場

的
な
も
の
、
知
識
を
増
大
さ
せ
る
も
の
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
性
、
そ
し
て
空
間
そ
の
も
の
の
た
た
ず
ま
い

と
幾
つ
か
あ
る
ん
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
忠
実
に
や

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
特
に
僕
の
仕
事
は
空
間
を
仕

切
る
仕
事
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
間
違
う
と
た
く
さ
ん
の
要
素
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
散
慢
に
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
天
井
は
５
メ
ー

ト
ル
な
ん
で
す
が
、
柱
や
壁
を
上
手
に
利
用
し
て
、
高
く
感
じ
る

５
メ
ー
ト
ル
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
光
が
入
っ
て
こ

な
い
空
間
で
一
番
失
わ
れ
る
の
は
〃
さ
わ
や
か
さ
″
な
ん
で
す
。

そ
れ
を
補
う
の
が
高
さ
な
ん
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
興
味
の
な
い
人
で
も
「
あ
そ
こ
に
行
く
と
何
か
気
持
良
く
な

れ
る
」
と
い
う
空
間
を
創
っ
て
、
そ
の
後
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関

し
て
何
か
セ
ン
ス
と
か
知
識
を
吸
収
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
は
初
め
て
の
試
み
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
ゆ
っ

く
り
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
て
、
感
じ
て
、
楽
し
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東
洋
の
も
の
の
接
点
を
、
こ
れ
も
な
か
な
か
興
味
深
い
ん
で
す
が
、

衣
装
で
は
な
く
、
布
と
い
う
切
り
口
で
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
だ
単
に
部
屋
か
ら
部
屋
へ
年
代
を
追
っ
て
展
示
す

る
博
物
館
の
よ
う
で
は
な
く
、
大
き
く
５
つ
の
ブ
ー
ス
が
あ
る
ん

で
す
が
、
次
の
部
屋
が
ち
ら
ち
ら
見
え
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

も
の
を
展
示
す
る
空
間
同
士
の
関
係
と
か
、
そ
の
空
間
と
展
示
し

て
あ
る
衣
装
の
関
係
と
か
を
大
事
に
し
、
こ
の
衣
装
は
、
誰
が
、

ど
の
時
代
に
、
ど
ん
な
風
に
、
ど
ん
な
気
分
で
着
た
の
か
ま
で
表

現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
好
衣
装
の
方
も
か
な
り
の
成
績
で
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ロ
コ
コ
の
舞
踏
会
の
衣
装
と
か
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戴
冠

式
の
衣
装
と
か
…
。

三
橋
も
ち
ろ
ん
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
実
際
に
着
た
も
の
で
は
な
い
ん

で
す
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
当
時
服
を
作
ら
せ
て
い
た
工
房
が
ま
だ

フ
ラ
ン
ス
に
残
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
当
時
と
同
じ
手
法
で
、
同
じ

素
材
を
使
っ
て
再
現
し
た
も
の
で
、
も
う
何
百
年
か
経
つ
と
本
物

に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ん
で
す
。
私
達
は
過
去
の
も
の
を
か
す

ん
だ
色
で
見
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
も
の
が
出
来
た
当

時
、
ど
ん
な
に
色
鮮
や
か
で
美
し
か
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
今
回
神
戸
の
財
産
と
し
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
入
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
し
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

三
好
そ
れ
と
嬉
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
て
、
偶
然
な
ん
で
す
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
ド
レ
ス
を
一
点
購
入
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

そ
れ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戴
冠
式
の
時
の
列
席
者
の
一
人
が
実
際

に
着
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
ん
で
す
（
未
確
認
）
。

藤
本
現
代
の
偉
大
な
世
紀
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
し
て
も
、
伽
年

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
歴
史
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
自
身
が
そ
の
歴
史
を
背
追
っ
て
次
の
時
代
へ

残
し
て
い
く
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
畑
世
紀
初
頭
の
古
い
部
類
に
属

す
る
も
の
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
時
代
の
も
の
な
ど
、
そ
の
考
え
て
い

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仕
方
が
、
と
て
も
現
代
的
で
、
歴
史
の
博
物

館
を
創
ろ
う
と
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
と
い
う
発
想
が
は
っ
き
り
し
て

１
４８
１

ん
で
頂
け
る
要
素
の
プ
ラ
ス
に
素
敵
な
椅
子
を
用
意
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
は
普
通
の
椅
子
で
は
な
く
て
、

今
世
紀
あ
る
い
は
前
世
紀
の
世
界
の
名
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
伽
点

ば
か
り
集
め
て
、
館
内
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
レ
、
実
際
に
座
っ
て
も

ら
う
ん
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
か
ら
も
何
点
か
名
作
を
寄
附

し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
椅
子
を
見

る
だ
け
で
は
な
く
、
座
れ
る
と
い
う
の
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ

で
す
か
ら
ね
。

藤
本
そ
れ
と
、
訪
れ
た
人
が
気
軽
に
館
内
で
記
念
写
真
を
撮
れ

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
提
案
も
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
美
術
館

で
は
ほ
と
ん
ど
撮
影
禁
止
で
す
が
、
ス
ト
ロ
ボ
さ
え
使
わ
な
け
れ

ば
、
ど
ん
ど
ん
撮
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
自
分
の
好
き
な
椅
子
に
座

っ
て
記
念
写
真
が
撮
れ
る
な
ん
て
い
う
の
も
お
酒
落
で
し
ょ
う
。

内
田
と
に
か
く
今
回
は
、
見
て
触
て
…
と
い
う
風
に
五
感
で
感

じ
て
も
ら
え
る
も
の
に
し
た
い
ん
で
す
。

三
好
そ
れ
で
、
展
示
の
方
も
徹
底
し
て
オ
ー
プ
ン
展
示
に
し
た

ん
で
す
。
大
事
な
古
い
も
の
と
か
貴
重
な
も
の
と
か
曙
普
通
カ

バ
ー
を
か
け
る
ん
で
す
け
ど
、
ガ
ラ
ス
の
中
に
入
れ
な
く
て
も
大

切
に
し
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
て
、
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
訪
れ

た
方
々
と
で
き
る
だ
け
多
く
の
接
点
を
持
た
せ
た
い
ん
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
科
学
的
な
実
証
に
基
い
て
で
す
が
…
。

藤
本
そ
の
多
く
の
接
点
を
演
出
す
る
上
で
、
展
示
デ
ザ
イ
ン
に

関
し
て
は
、
数
々
の
切
り
口
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
手

掛
け
て
、
展
示
デ
ザ
イ
ン
に
密
着
さ
れ
て
い
る
三
橋
さ
ん
に
お
願

い
し
た
ん
で
す
が
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
。

三
橋
先
ず
、
素
敵
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
を
抜
け
て
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
写
真
を
展
示
す
る
お
酒
落
な
空
間
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ェ
ア
か
ら
続
く
最
初
の
部
屋
が
即
世
紀
つ
ま
り
現
代
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
展
示
し
ま
す
。
現
代
か
ら
過
去
へ
逆
の
ぼ
っ
て
い
く
よ

う
に
、
次
の
部
屋
が
畑
ｌ
蝿
世
紀
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
民

族
衣
装
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。
釦
世
紀
及
び
ね
ｌ
畑
世
紀
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
全
て
西
洋
の
も
の
で
、
民
族
衣
装
の
と
こ
ろ
で
少

し
東
洋
の
も
の
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
が
、
そ
の
西
洋
の
も
の
と
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藤
本
出
来
た
時
が
そ
の
ま
ま
生
き
続
け
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か

ら
、
先
程
も
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ァ

ム
は
、
さ
ぞ
美
し
い
、
さ
ぞ
楽
し
い
、
さ
ぞ
皆
さ
ん
が
望
ん
だ
、

神
戸
が
自
慢
で
き
る
も
の
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

司
会
最
後
に
虹
世
紀
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
へ
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
伺
い
し
た
い
ん
で
す
が
。

★
繰
り
返
し
、
畜
積
し
、

三
好
神
戸
は
フ
ァ
ッ
《

ん
積
み
重
ね
て
き
て
、
一

ん
好
き
に
な
っ
て
い
け
る
ん
で
す
。

い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
現
を
一
番
美
し
い
見
せ
方
で
、
ど
う

い
う
風
に
完
成
し
、
維
持
し
て
い
く
か
が
、
神
戸
の
財
産
と
し
て

生
き
る
と
思
う
ん
で
す
。

三
好
こ
れ
ま
で
知
識
と
い
う
の
は
、
書
物
の
中
に
と
じ
込
め
ら

れ
た
言
葉
中
心
の
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
見
て
分
か
る
、
触
れ
て
分
か
る
、
感
じ
て
分

か
る
と
い
う
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
に
な
る
と
い
う
確
信
を

持
っ
て
い
ま
す
。

内
田
つ
ま
ら
な
い
も
の
と
い
う
の
は
、
出
来
た
時
が
一
番
い
い

ん
で
す
よ
。
で
も
、
い
い
も
の
は
、
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
い
く

ん
で
す
。
訓
年
帥
年
と
年
を
重
ね
る
ほ
ど
風
格
が
で
て
、
ど
ん
ど

本
物
の
ブ
ー
ム
に
し
て
ほ
し
い

神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
い
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

重
ね
て
き
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
を
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
し
て
、
産
業
支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
き
た
訳
で

す
が
、
そ
の
行
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
文
化
的
に
蓄
積

し
て
い
け
る
と
こ
ろ
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
思
う
ん

で
す
。
そ
れ
を
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
蓄
積
し
、
継
続
し
、
発
展
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
様
々

脚
な
能
力
や
才
能
を
育
て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

シ
先
程
内
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ど
ん
ど

対
ん
年
を
重
ね
て
良
く
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
…
。

稗
内
田
僕
は
都
市
と
い
う
の
は
各
々
役
割
を
持
つ
て

く図
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
｝
」
れ
か
ら
は
地
方
分
権
の
時

癖
代
で
す
し
、
何
を
基
盤
に
お
い
た
都
市
な
の
か
を
考

辱
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
常
に

蚕
繰
り
返
し
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
神
戸
は

王
そ
の
可
能
性
が
あ
る
都
市
で
す
か
ら
、
年
間
を
通
じ

室
て
カ
レ
ン
ダ
ー
が
埋
ま
る
く
ら
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ

ヨシ
ベ
ン
ト
を
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ツ万
三
一
橋
日
本
人
の
特
徴
と
し
て
、
す
ぐ
に
ブ
ー
ム
に

は
す
る
ん
で
す
が
、
今
度
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
流
行
ら

せ
た
い
ん
で
す
。
本
気
で
流
行
ら
せ
よ
う
と
思
え
ば

必
ず
根
ざ
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、
繰
り
返
し
て
、
蓄

積
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
素
晴
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
完
成
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ｌ
４９
ｉ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



照

5０

i鍵；

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

画
常
設
展
／
時
代
を
彩
っ
て
き
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
空
間
が
一
体

と
な
っ
て
創
り
上
げ
る
、
美
し
く
、
そ
し
て
運
動
す
る
常
設
展
。

釦
世
紀
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
焔
、
く
ぬ
世
紀
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
。
民

族
衣
装
。
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
写
真
と
世
界
の
椅
子
で
構
成
す
る
中

央
の
ス
ク
ェ
ア
空
間
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ス
・

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
の
七
つ
の
パ
ー
ツ
か
ら
構
成
さ
れ
た
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
・
映
像
・
空
間
が
一
体
と
な
っ
た
場
。

国
企
画
展
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
写
真
。
映
画
・
オ
ブ
ジ
ェ
・
タ

ブ
ロ
ー
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
時
空
間

P i e r r e C a r d i n

RainCoat／c、１９６８
＠T a k a y u k i Y a s u f u k u

霞

静

夢 患 、
寵、

讃

蕊

これが
ファッション
ミュージアZムだ

》

弓
勺

E1saSChIaparelliDinnerSuit／C､１９３７
，T a k a y u k i Y a S u f u k u

､ ｡

溌
さ

錘
癖
蟻

G r 6 s

EVeningDr号sS／c､1945～４６
＠Ya s u k O K o t a n i

０
Ｆ
阜
話
・

心へ
の
広
が
り
を
目
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
企
画
を
開
催
。

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
音
楽
・
映
画
・
演
劇
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
時
代
の
先
端
文
化
に
触
れ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
劇
場
。

デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
か
ら
創
造
空
間
へ
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
常
設
展
示
内
容

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
偉
大
な
世
紀
／
即
世
紀
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
と
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
環
境
映
像
が
織
り
な
す
空
間
。

●
西
洋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
／
絵
画
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
構
成

目中･ ﾛ ヨ
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GabrieI1cChanelEveningDress／c､１９２７
＠T a k a y u k i Y a s u f u k u

P i e r r e C a r d i n

DayDress／c､１９６６
＠TnkflyukiYnsufuku

曲

さ
れ
る
焔
ｌ
岨
世
紀
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

モ
ダ
ン
空
間
。
●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
交
流
／
世
界
の
テ
キ
ス
タ
イ

ル
と
日
本
の
衣
装
が
繰
り
広
げ
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ゾ
ー
ン
。
●
民

族
衣
装
／
世
界
の
民
族
衣
装
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
華
や
か
な
儀

礼
シ
ー
ン
。
●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ェ
ア
／
世
界
の
椅
子
と
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
写
真
の
あ
る
安
ら
ぎ
の
静
的
空
間
か
ら
、
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ド
映
像
を
使
っ
た
、
現
代
を
表
現
す
る
動
的
空
間
へ
と
変
貌

す
る
時
空
間
。
●
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
。
ハ
ウ
ス
／
色
彩
・
光
と

影
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム
空
間
。

●
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー
／
動
画
を
中
心
に
イ
メ
ー
ジ
展
開

5１

都
■
五

灘
慰ポ聖。

q 起据名、, 笹邑陛2 ｐ逗山シ･ ｚＬ字画上& 国ﾛ 草凡島鰹唾曇ＬＷ虹
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●特集－－２

『 神戸ﾌｧｯｼｮﾝストリートー神戸のﾒｰｶｰとここで出会える
ファッションの秋を迎えました。神戸の街には数多くの
ファッションメーカーがありばすｶ ｉ､ 今回は各社にアン
ケートと形で、この秋のトレンドを聞いてみました。

篭蕊蕊；

－質問事項 -
, 1 . この秋冬はどんなファッションが主流だと思いますか。２. 貴社のこの秋冬のテーマ。３. 貴社
の最近の売れ筋｡ ( 素材、形、色など）４. 貴社の代表ブランド｡ ( 三つまで）神戸市内でそのブラ
ンドが手に入る専問店名。５．４のブランドの服を着せてみたい著名人（女優など）の名前。

『A $ 川Ｎ

・
Ｔ
ｅ
ａ
ｎ
ａ

※
ウ
ェ
ア
リ
ブ
、
ナ
タ
リ
ー
モ
ー
ダ
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ウ
オ
ー
リ
ア
ス
、
プ

ッ
ペ
、
コ
ム
・
デ
モ
ン
な
ど
。

識難

☆
ポ
ト
フ
㈱

①
組
み
合
わ
せ
自
由
な
着
や
す
い
も
の

で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
テ
イ
ス
ト
を
入
れ
な

が
ら
も
、
女
ら
し
さ
を
忘
れ
て
な
い
も

の
。②

Ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
（
心
地

良
さ
）

③
。
カ
シ
ミ
ヤ
Ｊ
Ｋ

・
ニ
ッ
ト
類
全
搬

※
色
は
グ
レ
ー
系
、
ベ
ー
ジ
ュ
系
、

里
》
。

④
。
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ

．
・
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

…
…

☆
ピ
ッ
テ
ィ
・
ジ
ァ
パ
ン
㈱

①
そ
の
女
性
が
、
よ
り
積
極
的
に
女
性

で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
。
（
決
し
て
前
衛
的
な
表
現
で
は
な

い
）
日
本
の
古
典
的
な
女
性
像
が
見
直

さ
れ
る
中
、
雅
子
紀
殿
下
に
代
表
さ
れ

る
、
清
楚
で
育
ち
の
良
い
服
。

②
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
＆
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
。
フ
リ
ル
や
レ
ー
ス
使
い
な
ど
、
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

③
秋
の
立
上
り
用
薄
手
ウ
ー
ル
ジ
ョ
ー

ゼ
ッ
ト
。
（
イ
タ
リ
ア
の
素
材
）

形
ｌ
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
風
ワ
ン
ピ
ー
ス
。

衿
フ
リ
ル
使
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。

色
ｌ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ベ
ー
シ
ッ
ク
カ
ラ
ー

に
加
え
て
、
立
上
り
よ
り
イ
エ
ロ
ー
、

赤
が
順
調
。

④
Ｖ
ｉ
ｔ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｏ
Ｇ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ

ｔ
ｅ
（
ヴ
イ
ッ
ト
リ
オ
ガ
レ
ッ
ト
）

Ｖ
ｉ
ｔ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｏ
Ｇ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
㈱
ワ
ー
ル
ド

☆
㈱
モ
ー
ド
オ
リ
オ
ン

①
ニ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル

ウ
ェ
ア
の
重
ね
着
が
主
流
で
、
着
や
す

く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ス

タ
イ
リ
ン
グ
。

②
〃
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
ホ
ワ
イ
ト
″

③
・
５
ゲ
ー
ジ
ア
ゼ
編
み
ジ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ー
ー
ッ
ト
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

・
カ
ラ
ー
、
ベ
ー
ジ
ュ
、
キ
ャ
メ
ル

④
。
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

ハ
ー
バ
ラ
ン
ド
オ
ー
ガ
ス
タ
プ
ラ
ザ

５
Ｆ
に
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
展
開

⑤
高
橘
リ
ナ

１
５３
１

レ
モ
ー
ド
オ
リ
オ
ン

駅も

中
心
」
「
前
身
頃
に
金
具
使
い
の
ブ
ラ

ウ
ス
ス
ー
ッ
、
バ
ッ
ク
サ
テ
ン
Ｇ
Ｃ
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
伽
％
」
等

④
．
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
神
戸
紅
屋
、
ウ

ィ
ン
ク
ル
、
鈴
屋
ロ
ブ
ハ
ウ
ス

・
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｙ
ｌ
マ
ス
ャ
、
装
苑

・
Ｐ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｌ
ウ
イ
ン
ク
ル
、

マ
ス
ヤ
、
鈴
屋
ロ
ブ
ハ
ウ
ス

⑤
安
田
成
美
、
鈴
木
京
香
、
鈴
木
杏
樹

☆
㈱
モ
ー
ド
リ
ン
ダ

①
生
活
シ
ー
ン
の
多
様
化
等
か
ら
単
品

指
向
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
全
般
的

な
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
傾
向
に
よ
る
単
品
を

柱
に
、
幅
広
く
着
回
し
で
き
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
エ
レ
ガ
ン
ス
系
で
は
「
プ
リ
コ

ン
」
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
で
大
人
の
テ
イ

ス
ト
の
す
る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
主
流
に

な
る
。

②
ｏ
Ａ
ｕ
ｔ
ｕ
ｍ
ｎ
Ｈ
ａ
ｒ
ｖ
ｅ
Ｓ
ｔ

ｏ
Ｍ
ｙ
Ｆ
ａ
ｖ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
Ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

・
森
の
新
し
い
温
も
り

③
「
白
衿
タ
キ
シ
ー
ド
カ
ラ
ー
、
リ
ボ

ン
ブ
ロ
ー
チ
付
、
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
と

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
。
中
肉
の
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
伽
％
。
ク
ロ
、
コ
ン
、
ペ
ー
ジ
ご

「
シ
ャ
ッ
カ
ラ
ー
、
衿
部
分
に
葉
っ
ぱ

の
ア
ッ
プ
リ
ケ
。
ジ
ー
ナ
デ
シ
ン
ド
ー

ク
レ
ー
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
Ⅷ
％
、
茶
が

ｔ
ｅ
本
部
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
（
異
人
館
倶
楽
部

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
２
Ｆ
）

⑤
雅
子
紀
殿
下

ト
モ
ー
ド
リ
ン
ダ

①
着
回
し
、
着
こ
な
し
が
で
き
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
。
シ
ル
エ
ッ
ト
で
は
ロ
ン
グ

が
増
加
。

②
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
＆
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

③
。
ベ
ス
ト
ー
ウ
ー
ル
伽
％
、
紺
系
、

グ
リ
ー
ン
系

・
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
、
パ
ン
ッ
ー
テ

ン
セ
ル
。
ブ
ル
ー
系
。

・
カ
ー
デ
イ
ガ
ン
ー
レ
ー
ヨ
ン
、
ウ

ー
ル
混
。
紺
系
、
グ
リ
ー
ン
系
。

④
。
コ
ル
デ
ィ
ア
ー
マ
ミ
ー
（
神
戸
市

中
央
区
三
宮
町
１
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

内
）・

ル
イ
シ
ャ
ン
タ
ン
ー
レ
ー
ル
フ
レ

（
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
）

・
リ
ニ
ア
ー
マ
ミ
ー

⑤
．
コ
ル
デ
ィ
ア
ー
三
田
佳
子

・
ル
イ
シ
ャ
ン
タ
ン
ｌ
田
中
美
佐
子

齢
群
甥
酬
感
騨
郵
郡
翻
頚
羅
額
認
悪
珊
瑚
．

醗
詣
躍
吸
は
財
爵
に
謬
融
咽
瞬
聖
輔
齢
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▲マドンナ▼オールスタイル

：昭４

熱
聴
酔
・

鴬
鵡
溌
．

☆
マ
ド
ン
ナ
グ
ル
ー
プ

①
ベ
ス
ト
な
ど
単
品
ア
イ
テ
ム
と
組
み

合
わ
せ
が
で
き
る
着
こ
な
し
、
タ
ー
ト

ル
ネ
ッ
ク
に
ビ
ッ
グ
シ
ャ
ッ
と
い
っ
た

少
し
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
着
こ
な
し
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
で
き

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。

②
少
し
カ
ジ
ユ
ア
ル
ラ
イ
ン
な
物
と
、

エ
レ
ガ
ン
ス
タ
イ
プ
の
２
本
柱
。
全
体

的
に
は
エ
レ
ガ
ン
ふ
な
女
性
を
イ
メ
ー

。
リ
ニ
ア
ー
特
に
な
し
。

※
尚
２
，
３
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
社
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ブ
ラ
ン
ド

『
ル
イ
シ
ャ
ン
タ
ン
』
に
つ
い
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ

謹麺

★
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
㈱

①
質
感
の
あ
る
素
材
を
生
か
し
た
、
ゆ

》
ン
Ｃ

③
素
材
は
ピ
ー
チ
タ
イ
プ
の
ウ
ォ
ー
ム

感
の
あ
る
タ
イ
プ
。
デ
ザ
イ
ン
は
衿
変

化
物
や
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
施
し
た
物

な
ど
、
全
体
的
に
は
シ
ン
プ
ル
な
物
が

良
い
。

④
・
マ
ド
ン
ナ

・
ア
ダ
ー
ジ
オ

・
エ
イ
ド
ー
ル

紅
屋
、
ニ
ュ
ー
京
屋
ｅ
ｔ
ｃ
…

⑤
。
マ
ド
ン
ナ
ー
佐
藤
友
美

・
ア
ダ
ー
ジ
オ
ー
山
口
智
子

・
エ
イ
ド
ー
ル
ー
八
千
草
薫

鍵

１
５４
１

夢
瀞

▲ワールド

☆
㈱
パ
ー
ル

①
カ
ジ
ュ
ア
ル
を
中
心
に
、
レ
ー
ヨ
ン

混
の
新
素
材
な
ど
を
用
い
、
ベ
ス
ト
や

っ
た
り
と
し
た
新
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の

プ
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
単
品
ニ
ッ
ト
ア
イ

テ
ム
が
再
登
場
／
，

②
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
ｏ
オ
ン
タ
イ
ム
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
化

が
進
む
な
か
、
単
品
ニ
ッ
ト
ア
イ
テ
ム

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
感
の
あ
る
素
材
を
生
か
し
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ニ
ュ
ー
シ
ル
エ
ッ
ト
を
提
案

し
ま
す
。

③
。
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト

・
ワ
ン
ピ
ー
ス

・
ロ
ン
グ
プ
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー

※
黒
、
グ
レ
ー
、
ベ
ー
ジ
ュ
系
な
ど

④
．
エ
ル
ジ
ェ
ン
ヌ
ー
セ
リ
ザ
ワ
、
元

町
ト
ラ
ヤ

・
レ
オ
ワ
ル
ッ
ー
神
戸
そ
ご
う

・
ト
ゥ
ト
・
ラ
・
テ
ー
ル
ー
神
戸
そ

ご
う
、
神
戸
大
丸

⑤
特
に
な
し
。
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捧岬醗函可
喝ａ

御
…

ロ
ン
グ
タ
イ
ト
の
ボ
ト
ム
な
ど
の
デ
ィ

テ
ー
ル
で
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
意
識
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。

②
自
然
を
テ
ー
マ
に
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
感

の
あ
る
定
番
的
な
シ
ル
エ
ッ
ト
を
提
案

し
ま
し
た
。

③
シ
ル
シ
ン
片
サ
イ
ド
（
レ
ー
ヨ
ン
混

の
素
材
）

・
衿
や
カ
フ
ス
に
オ
ー
ガ
ン
を
あ
し

ら
っ
た
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
形

・
木
調
の
ア
ー
ス
系
の
カ
ラ
ー

４
．
メ
ル
ア
ン
ー
ブ
ラ
ン
タ
ン
、
西
武

ａ
浅
野
ゆ
う
子
、
賀
来
千
香
子

☆
㈱
ケ
テ
ィ

①
ナ
チ
ュ
ラ
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
た
カ
ジ

ュ
ア
ル
テ
イ
ス
ト
の
も
の
。
ア
ウ
ト
ド

ア
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
古
着
等
リ
ッ
チ
で

な
く
て
も
、
格
好
良
く
な
く
て
も
個
人

の
価
値
判
断
で
選
ん
だ
も
の
が
お
し
ゃ

れ
に
通
じ
る
。
ま
た
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

や
リ
サ
イ
ク
ル
等
、
人
の
手
を
感
じ
る

も
の
や
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
は
新
鮮

な
ワ
ン
ピ
ー
ス
ド
レ
ス
が
注
目
。

②
〃
田
舎
の
楽
し
い
生
活
と
都
会
の
賛

く
パ
ー
ル

沢
な
夢
〃
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
綿
、
ウ

ー
ル
を
中
心
と
し
た
暖
み
の
あ
る
重
ね

着
と
、
合
繊
プ
リ
ン
ト
と
フ
ァ
レ
ミ
ー

ッ
イ
ー
ド
と
の
華
や
か
な
重
ね
着
が
ポ

イ
ン
ト
。

③
重
装
で
は
黒
を
中
心
に
ワ
ン
ピ
ー
ス

ド
レ
ス
、
ボ
レ
ロ
と
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
の

組
み
合
わ
せ
、
レ
ー
ス
、
ブ
レ
ー
ド
使

い
の
ス
ー
ツ
。
単
品
で
は
ネ
ー
ム
を
た

た
い
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス

カ
ー
ト
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
色
中
心
に
、
エ

レ
ガ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
は

黒
中
心
に
、
後
ろ
し
し
ゅ
う
の
ブ
ル
ゾ

ン
は
黒
赤
、
ピ
ン
ク
。
ブ
ラ
ウ
ス
、

ス
カ
ー
ト
で
は
ピ
ン
ク
、
赤
、
黒
の
花

柄
プ
リ
ン
ト
で
の
加
工
入
り
や
、
２
柄

以
上
を
は
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
。

④
。
ケ
テ
ィ
ー
コ
ー
ル
（
三
宮
セ
ン
タ

ー
街
）

・
ガ
ル
ド
コ
ー
ル
、
パ
オ
デ
ロ
ー
き

ゅ
－
と
（
阪
急
岡
本
コ
ー
プ
内
）

⑤
特
に
な
し
。

☆
㈱
ジ
ェ
ル
ベ

①
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
も
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
に

鍵１
５５
１

ＨＩ９ｆ５

蕊
▲ケテイ

レ
ジ
ェ
ル
ペ

も
、
エ
レ
ガ
ン
ス
に
ｑ
ｂ
使
え
る
ア
ウ
タ

ー
物
が
多
く
出
て
き
そ
う
で
す
。
素
材

も
多
種
多
様
で
、
布
吊
・
ニ
ッ
ト
・
カ

ッ
ト
＆
ソ
ー
等
色
々
で
す
。
イ
ン
ナ
ー

物
で
自
分
ら
し
さ
を
出
し
て
ア
ウ
タ
ー

物
で
引
き
締
め
る
、
と
い
っ
た
具
合
の

ス
タ
イ
ル
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

②
単
品
の
着
ま
わ
し
ｌ
自
分
自
身
の

コ
ー
ー
プ
イ
、
不
－
ト

●
Ｔ
』
・
１
ｎ
Ｌ
峰

③
。
テ
ン
セ
ル
素
材
の
ア
イ
テ
ム

・
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
タ
イ
プ
の
単
品
ｏ
ｒ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
に
ス
ト
レ
ッ
チ
素
材
の

ス
パ
ッ
ツ

④
。
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｅ
（
サ

ン
ジ
ェ
ル
ベ
）
ｌ
三
宮
セ
ン
タ
ー

街
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｅ
」

・
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
（
ク

ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
）
Ｉ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
オ
ー
ガ
ス
タ
内
「
オ
リ
ペ
ッ
ト
」

⑤
。
Ｓ
・
Ｇ
Ｉ
三
田
佳
子

。
Ｃ
・
Ｐ
ｌ
特
に
な
し
。八

順
不
同
Ｖ
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●特集－３

◇
日
時
Ⅷ
月
剖
臼
（
水
）
Ⅶ
時
ｌ
、
旭
時
Ｉ

◇
会
場
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
９
ｒ

Ｋ
Ｆ
Ｍ
ホ
ー
ル
〃
イ
オ
〃

（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
内
）

◇
入
場
料
１
２
０
０
円
（
前
売
り
１
０
０
０
円
）

◇
主
催
（
財
）
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会

兵
庫
県
神
戸
市
神
戸
商
エ
会
厳
所

◇
睦
力
ジ
ャ
パ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
㈱

第５回神戸ファッションフエステイバル
ジバンシィ

ＧＩＶＥＮＣＨＹ
衣裳文化展

穂鶴

１
９
８
９
年
に

内
外
に
情
報
を
発

信
す
る
感
性
の
祭

典
と
し
て
ス
タ
Ｉ

ト
し
た
「
神
戸
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
も

今
年
で
５
回
目
を

迎
え
る
。
今
年
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、

創
Ｉ
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
Ｏ

レ
ジ
バ
ン
シ
ィ
が
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
洩
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
発
表
し
た

ｎ
．
１
９
９
３
。
ブ
ラ
ウ
ス
「
ペ
ッ
テ
イ
ー
ナ
」
の
イ
ラ
ス
ト

テ
ー
マ
は
〃
魅
せ
る
〃
・
人
々
を
魅
了
す
「
モ
ー
ド
の
神
童
」
、
１
ベ
ー
ル
。
ド
。

る
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
大
ジ
バ
ン
シ
ィ
・
「
麗
し
の
サ
ブ
リ
ナ
」
以

女
優
、
オ
ー
ド
リ
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
来
、
「
パ
リ
の
恋
人
」
、
「
シ
ャ
レ
ー
ド
」

才
能
や
努
力
を
支
え
、
彼
女
自
身
と
と
な
ど
次
々
と
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
し
た

も
に
観
客
を
ひ
き
つ
け
た
も
の
は
ま
さ
オ
ー
ド
リ
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
華
麗
な

に
衣
裳
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
世
界
中
の
女
性
を
心

第
３
回
の
ジ
ャ
ン
ニ
。
ヴ
ェ
ル
サ
ー
酔
さ
せ
て
き
た
。
釦
年
間
、
パ
リ
。
モ

チ
衣
裳
文
化
展
、
第
４
回
の
衣
裳
文
化
－
ド
界
の
ス
タ
ー
と
し
て
錦
漆
然
と
輝
き

展
に
引
き
続
き
、
今
回
は
Ｇ
Ｉ
ｖ
Ｅ
Ｎ
続
け
る
彼
の
原
点
は
、
あ
く
ま
で
も
、

Ｃ
Ｈ
Ｙ
（
ジ
バ
ン
シ
ィ
）
衣
裳
文
化
展
〃
ク
ラ
シ
ッ
ク
〃
。
時
代
に
左
右
さ
れ
る

が
開
催
さ
れ
る
。
こ
と
の
な
い
「
真
の
モ
ー
ド
」
を
追
求

ＩＦ鯛剛''1１

１
５６
１
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ｑ
志
水
邦
男
さ
ん

八
イ
ズ
ム
グ
ル
ー
プ
㈱
ア
ル
ス
Ｖ

第５回神戸ファッションフェスティバル属 神戸
ｸﾘｴｲｼｮﾝ'9３剛洲１，ｍ

●特集－４

甲
斐
絹
代
１
９
５
６
年
加
月
、
宮
崎

県
延
岡
市
生
ま
れ
・
１
９
７
７
年
３
月
、

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
（
現
、
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
）
卒
業
。

１
９
７
７
年
、
㈱
ワ
ー
ル
ド
入
社
。
現

在
、
同
社
ブ
ラ
ン
ド
ヨ
ル
デ
ィ
ア
」
の

チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

芦
屋
市
在
中
。

志
水
邦
男
１
９
６
１
年
ｎ
月
、
兵
庫

県
神
戸
市
生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
３
月
、

文
化
服
装
学
院
卒
業
．
同
年
４
月
か
ら

８
年
間
、
パ
リ
（
ピ
エ
ー
ル
・
カ
ル
ダ
ン
．

パ
リ
社
、
ハ
ナ
エ
。
モ
リ
。
パ
リ
社
な
ど
）

で
活
動
。
１
９
９
３
年
８
月
、
イ
ズ
ム

グ
ル
ー
プ
㈱
ア
ル
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
「
ラ
．

ヴ
オ
ワ
・
デ
・
グ
ロ
ブ
」
の
チ
ー
フ
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
入
社
。
神
戸
市
在
住
。

谷
郷
直
美
１
９
６
７
年
５
月
、
滋
賀

県
大
津
市
生
ま
れ
。
１
９
９
０
年
３
月
、

大
阪
モ
ー
ド
学
園
卒
業
。
１
９
９
０
年

４
月
、
㈱
ヴ
ァ
レ
ン
入
社
。
現
在
、
同

社
ブ
ラ
ン
ド
「
フ
ォ
ル
ブ
リ
ン
ゲ
と
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。
神
戸
市

在
住
。

中
村
美
幸
１
９
６
１
年
８
月
、
兵
庫

県
神
戸
市
生
ま
れ
。
１
９
８
３
年
３
月
、

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
（
現
、
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
）
卒
業
。
１

９
８
３
年
３
月
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ

㈱
ケ
テ
イ
入
社
。
現
在
、
同
社
ブ
ラ
ン

ド
「
ケ
テ
イ
」
の
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍
中
。
神
戸
市
在
中
。

⑨
参
加
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ｑ
谷
郷
直
美
さ
ん

八
㈱
ヴ
ァ
レ
ン
Ｖ

く
甲
斐
絹
代
さ
ん

八
㈱
ワ
ー
ル
ド
Ｖ

唖邪】

◇
会
期
Ⅲ
月
泌
日
（
木
）
ｌ
旭
月
妬
日
（
日
）

◇
会
場
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
ー
Ｆ

ア
ト
リ
ウ
ム
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
内
）

◇
入
場
料
３
０
０
０
円

◇
主
催
（
財
）
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
鱈
会

兵
庫
県
神
戸
市
神
戸
商
エ
会
議
所

◇
後
援
近
訟
通
商
産
業
局

◇
協
カ
ジ
ャ
パ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
㈱

◇
漣
賛
Ｇ
Ｉ
ｖ
圃
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｙ
Ｓ
，
Ａ
・

Ｇ
Ｉ
ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｙ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｏ
鰯
Ｌ
Ⅱ
Ｄ
、

今
年
も
「
神
戸
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
輔
」

が
開
か
れ
る
。
未
来
を
担
う
若
手
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
発
掘
と
育
成

を
目
的
に
第
１
回
（
１
９
８
９
年
）
か
ら

継
続
。
今
年
の
全
体
テ
ー
マ
で
あ
る
〃
魅

せ
る
″
に
基
づ
き
、
神
戸
の
ア
パ
レ
ル

企
業
で
活
醍
甫
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
い
か
し
た
華

や
か
な
競
演
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

１
５７
１

く
中
村
美
幸
さ
ん

八
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
㈱
ケ
テ
ィ
Ｖ
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Ⅱ

冊fSHIlWERI/IEW

時
、
や
っ
ぱ
り
授
業
を
ま
じ
め
に
受
け

て
い
れ
ば
わ
か
る
、
こ
れ
で
何
と
か
な

る
、
と
正
直
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
（
笑
）
。

’
と
こ
ろ
で
、
「
神
戸
電
子
」
に
入

学
を
決
め
た
理
由
と
い
う
と
？

富
永
私
の
高
校
は
進
学
校
で
、
み
ん

な
た
だ
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
大
学
に
行

く
み
た
い
で
、
そ
れ
が
嫌
だ
っ
た
ん
で

す
。
何
か
技
術
を
身
に
つ
け
た
く
て
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
勉
強
す
る
に
は
西

日
本
一
の
設
備
だ
と
聞
き
ま
し
た
し
、

資
格
試
験
で
の
合
格
率
の
高
さ
も
魅
力

で
し
た
。
そ
れ
に
や
は
り
神
戸
と
い
う

街
に
引
か
れ
ま
し
た
。

ｌ
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

宮
永
卒
業
ま
で
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情

ヱ

富
永
礼
さ
ん
に
聞
く

情
報
処
理
能
力
認
定
試
験

「
文
部
大
臣
奨
励
賞
」
受
賞

鐸
蝋
総
輔
柵
瀬

☆
全
国
で
５
人
だ
け
の
受
賞
者

ｌ
ま
ず
感
想
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

富
永
去
年
先
輩
が
受
賞
し
て
い
て
、

と
て
も
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
ま
さ

か
私
が
、
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。

ｌ
何
か
特
別
な
勉
強
法
が
？

富
永
学
校
の
授
業
と
プ
リ
ン
ト
が
中

心
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
し
た
。
予
習

す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
授
業

が
わ
か
り
だ
す
と
、
も
っ
と
も
っ
と
知

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
。

ｌ
入
学
の
時
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
こ
と
は
全
然
知
ら
な
く
て
？

富
永
え
え
。
最
初
１
．
２
週
間
の
授

業
は
「
〃
」
の
連
続
で
し
た
。
３
．
４
週

間
目
に
初
め
て
課
題
を
ク
リ
ア
で
き
た

情報工学科
情報処理学科
情報総合学科
情報ビジネス学科

富永礼さん（情報処理学科２年生）

;:劉月雛情報処理技術着蔵験合稽
卒業後は故郷高知での技術者生活が待って
いる。高知県立高知追手前高等学校出身も

１
５８
１

報
処
理
技
術
者
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

で
す
。
実
務
知
識
も
必
要
だ
し
、
か
な

り
専
門
的
で
難
し
い
試
験
で
す
が
。

☆
就
職
も
順
調
に
内
定
を

富
永
今
年
は
と
て
も
厳
し
い
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
わ
り
と
順
調
に
行
き

ま
し
た
。
行
く
先
々
に
先
輩
が
い
ら
し

て
、
高
知
に
も
こ
ん
な
に
卒
業
生
が
と

驚
き
ま
し
た
。
学
校
の
伝
統
と
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
実
感
し
ま
し
た
。

ｌ
高
知
に
帰
る
と
決
め
た
の
は
？

富
永
こ
ち
ら
で
暮
ら
す
と
、
生
活
費

で
手
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
ね
。
ク
ル
マ
が

欲
し
く
て
（
笑
）
。

ｌ
将
来
は
や
は
り
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー

マ
ン
と
し
て
活
躍
し
よ
う
と
。

富
永
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
は
憧

れ
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
…
…
。
お
嫁
さ

ん
が
い
い
（
笑
）
。

画学校法人コンピュータ総合学園

鰯神戸電子再F ｦ 学校
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